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コンクリート診断士試験解説 
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問題（１） 

◆  急速な打込みが原因のひび割れ 

  （１）乾燥収縮ひび割れ 

  （２）コールドジョイント 

      ⇒ 打ち重ね時間間隔が長い 

  （３）沈みひび割れ ⇒ ブリーディングが原因  

  （４）斜めひび割れ ⇒ 一般的には生じない 

      正解は（３） 

乾燥収縮ひび割れのメカニズム 

収縮が拘束されるとひび割れが生じる。 

完全拘束状態では、約100μの収縮で生じる。 
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コールドジョイントの発生事例 

連続的な打込みができない場合に生じる。 

日経コンストラクション 

「コンクリート名人養成講座」より 

型枠面の沈みひび割れは生コンで対応 

鉄筋 

粗骨材 

ひび割れ 

打込み直後のコンクリート上面 

打込み終了後1～2時間経過し、 

コンクリート上面にブリーディング水 

がたまる。 

ブリーディング水により鉄筋下面に空隙ができる。 

粗骨材の下面にもブリーディング水が集まり、 

空隙ができる。 



2020年度 

4 

問題（２） 

◆ エフロレッセンス 

  （Ａ） 可溶性のＮａ２ＳＯ４、Ｃａ（ＯＨ）２  

  （Ｂ） 不溶性のＣａＣＯ３ 

  （Ｃ） 相対湿度が低い方が生じやすい。 

       ⇒ 拡散しやすいことによる。 
 

       正解は（１） 
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一次エフロレッセンスと２次エフロレッセンス 

エフロレッセンスとは 

     Ca(OH)2＋CO2→CaCO3＋H2O 

  この反応により炭酸カルシウムが析出する現象 
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問題（３） 
◆ 鉄筋コンクリート梁の曲げ応力とひずみ 

  （Ａ） 曲げひび割れが生じた段階 

  （Ｂ） 鉄筋が降伏したとき 

  （Ｃ） コンクリートの圧縮破壊 

        

     正解は（４） 

  

釣り合い鉄筋比とは 

 引張側の鉄筋と、圧縮側のコンクリートが同時に
許容応力度に達するときの引張鉄筋比  

 

釣り合い鉄筋比と同等 ⇒  引張鉄筋と圧縮側コンクリートが同時 

                   に許容応力度に達する 

釣り合い鉄筋比以下  ⇒  引張鉄筋が先に許容応力度に達する 

釣り合い鉄筋比以上  ⇒  圧縮側コンクリートが先に許容応力度 

                   に達する 

 



2020年度 

7 

問題（４） 

◆ 中性化深さに及ぼす環境の影響 

 中性化は、化学反応である。つまり、温度が高
い方が早く進む。 

 二酸化炭素の浸透の影響であり、相対湿度が
50～60％程度が最も早く進行する。 

 

  相対湿度が同じ場合、温度が高い Ｃ＞Ａ 

  温度が同程度の場合、相対湿度60％ Ｂ＞Ｃ 

  よって、Ｂ＞Ｃ＞Ａ   正解（３） 



2020年度 

8 

中性化の速さに及ぼす影響 

 水結合材比が小さいほど  ⇒ 遅い 

 普通ポルトの方が混合セメントより ⇒ 遅い 

 含水率が大きいほど     ⇒ 遅い 

 室内より室外の方が     ⇒ 遅い 

 仕上げがあると        ⇒ 遅い 

 南側、西側より、北側、東側が  ⇒ 遅い 

 温度が高い方が          ⇒ 早い 

 

中性化速度に及ぼす相対湿度の影響 
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問題（５） 

◆ 塩化物イオン浸透と中性化の複合劣化 

   高炉スラグ微粉末の置換率の影響 

   高炉スラグ微粉末は、鉄筋腐食の防止効果
がある。 ⇒見かけの拡散係数が小さい。 

   Ｃａ（ＯＨ）２ が減少 

  ［Ｃｌ－］／［ＯＨ－］ が最小のａ点で腐食が抑制 
 

      正解（１）   
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問題（６） 

◆ アルカリシリカ反応のひび割れパターン 

   アルカリシリカ反応は膨張反応 

   拘束が大きい方向にひび割れが生じる 

   拘束が小さいと、ランダムに生じる。 

   つまり、梁は水平方向、壁はランダム 

        柱は上下方向 

           正解は、（４） 
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ＡＳＲによるひび割れ事例 
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問題（７） 
◆ 耐凍害性に及ぼす影響 

  （１）空気量は、3%以上で耐久性指数が大 

  （２）気泡間隔係数が小さいと耐久性指数が大 

     ⇒気泡間隔は空気量が多い程小さい 

  （３）飽和度が高いのは、凍害要因の水が多い。 

     ⇒ 飽和度が高いと凍害を受けやすい 

  （４）セメント水比が大（強度が高い）と凍害を受けにくい            
 

         正解（３） 

  空気量と耐久性指数 
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問題（８） 
◆ 硫酸塩土壌の基礎と部位の影響 

  土壌に接していない基礎が乾燥状態にあると、 

 コンクリート内部に上下方向に湿度勾配が付き、 

 土壌から多量の硫酸イオンが上昇して侵食する。 

  Ｃの部位が劣化 

 

     正解（３） 
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問題（９） 
◆ Ｓ－Ｎ曲線の問題 

  応力比Ｓ１の回数 ｎ1  は、Ｎ１回で破壊 

  応力比Ｓ２の回数 ｎ２  は、Ｎ２回で破壊 

   累積損傷度 Ｍ＝ｎ１／Ｎ１＋ｎ２／Ｎ２  

   Ｍ≧１ で破壊するため。 

     １＝ｎ１／Ｎ１＋ｎ２／Ｎ２  を解いて   

     ｎ２／Ｎ２＝１－ｎ１／Ｎ１  

     ｎ２＝Ｎ２（Ｎ１－ｎ１）／Ｎ１    正解（１） 
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疲労強度（累積疲労損傷度） 
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問題（１０） 

◆ 加熱された骨材、セメント硬化体 

  （Ａ）エトリンガイトは100℃程度で分解 

  （Ｂ）450～600℃で水酸化カルシウムが分解 

  （Ｃ）600℃を超えると石灰岩の分解が始まる 

   安山岩は、1000℃を超えないと溶解しない。   

    

    正解（４）                       
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問題（１１） 

◆ コールドジョイントと凝結時間の関係 

  JIS A 1147 のプロクター貫入抵抗試験方法 

  （１）５ｍｍのふるいでモルタルにする。 

  （２）測定の前にブリーディング水を取り除く × 

  （３）貫入抵抗値 3.5Ｎ／ｍｍ２を始発と定義 

  （４）貫入抵抗値  28.0Ｎ／ｍｍ２を終結と定義 

        正解（２） 

プロクター貫入試験 
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問題（１２） 
◆ コア供試体の中性化深さ測定（JIS A 1152） 

  （１）コアの表面が濡れている状態で測定 

      ⇒ 乾燥させて測定 

  （２）呈色が薄いから、再度溶液を噴霧 

  （３）粗骨材の両端の位置を結んだ直線上で測定   

  （４）赤紫色に抵触した個所を0.5mm単位で測定 

 

    不適当な 正解 （１）  

    



2020年度 

19 

問題（１３） 

◆ 山間部のRC橋脚の変状の原因 

  （１）凍結防止剤の散布は、Na＋とCｌ－を増加 

  （２）施工記録の調査で使用材料を確認 

  （３）周辺で同様の骨材を使用した現場を調査 

  （４）施工記録で打継ぎや打ち重ね時間間隔の調査 

    ⇒ コールドジョイントではないひび割れ × 
 

      正解（４） 
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問題（１４） 

◆ コンクリートのひび割れ密度 

   ひび割れ密度は1平米あたりの長さ 

       ｍ／m2   

   ２ｍ2 に 約 ８ｍ くらい  

       ４ｍ／ｍ２   
 

     正解は、（４） 
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問題（１５） 

◆ JIS A 1107 コアの圧縮強度 

  圧縮強度は、直径の2倍の高さで評価 

  コア採取で高さが不足した場合は補正が必要 

    直径100ｍｍ 高さは200ｍｍ必要 

    高さ163ｍｍの場合 補正係数 0.97 

    2.67×105÷（50×50×3.14）×0.97＝33.0 

     正解 （２）  
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強度の補正係数 
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問題（１６） 

◆ 超音波によるひび割れ深さ測定 

   

    

 

 

 
 

         正解（３） 
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問題（１７） 
◆ 電磁波レーダー法 

  電磁波の周波数が高いほど、 

         分解能は向上する。 

         探査できる深さは浅くなる。 

  電磁波の伝搬速度に影響するのは 

         ⇒ コンクリートの比誘電率 
 

      正解 （１）  

■電磁波レーダー法  コンクリート表面からレーダー波を入力させ， 

 その反射波をとらえて，コンクリート内部状態 

 を推定する． 

   
  ・波長長い…測定深さ大，分解能低下     

  ・波長短い… 測定深さ小，分解能良好（減衰大）     

       
 適用例…①トンネル覆工と地山部の空隙の推定 

       ②鉄筋位置，深さ 

Ｘ線   紫外線   赤外線  マイクロ波 

可視光線 

１０    １０     １０     １０    １０ 
-6 -3 0 3 6 

波長（μｍ） 

ＲＣレコーダー測定状況 

トンネル覆工（電磁波法） 

出典：棚野博之，コンクリートの非破壊検査技術，内部欠陥， 

コンクリート工学 Vol.33,No.3，1995 
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電磁波レーダ法：鉄筋位置および被り厚さ測定  

RCレーダ探査状況 

測定データの例 
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問題（１８） 

◆ 塩害環境のコンクリート構造物の調査 

  （１）粗骨材の最大寸法の3倍のコア直径 

  （２）コアの割裂面に硝酸銀溶液を噴霧し、塩化
物イオンの浸透深さを測定 

  （３）ＥＰＭＡ（電子マイクロアナライザー）を用い
で塩化物イオンの分布を測定 

  （４）中性化した領域を含めて拡散係数を算出 
 

   不適当は （４）       

中性化による塩分濃縮 

拡散係数は塩分濃縮を考慮 
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問題（１９） 

◆ 三成分系の測定結果からＡＳＲの可能性 

   対角線上におろした垂線の長さ 

      Ａの量は ａ  Ｂの量は ｂ  

   シリカが多いものを選定 

   ⇒ Ｂ（ＳｉＯ２ ４０％） 

      Ｃ（ＳｉＯ２ 70％） 

    正解（２） 
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問題（２０） 

◆ 試料の調査項目と分析機器 

  骨材中の反応生成物 

    ⇒偏光顕微鏡 

  エトリンガイトの生成状況 

    ⇒ 走査型電子顕微鏡 

  水酸化カルシウム量 

    ⇒ 示差熱重量分析 

    正解（２）  
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偏光顕微鏡の画像 

走査型電子顕微鏡（ＳＥＭ） 
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示差熱重量分析 
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問題（２１） 

◆ 寒冷地のモルタル仕上げのひび割れ 
 

  （１）躯体の異常膨張  ⇒ モルタルは引張側 

  （２）躯体の乾燥収縮  ⇒ ひび割れは生じない   

  （３）モルタルの乾湿繰り返し ⇒ 乾燥時にひび割れ 

  （４）モルタルの凍結融解の繰り返し  

       ⇒ 融解時にひび割れ 
 

    最も考えにくいもの 正解  （２）  
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問題（２２） 

◆ 沿岸部のＲＣＴ桁橋のひび割れ対策 

   塩害による鉄筋の腐食が進行 

   全体にひび割れが見られる 

  （１）外ケーブルの設置  

  （２）鋼板接着 

  （３）電気防食 ⇒（１）～（３）は長期供用に不適 

   補修・補強が困難と判断 

       正解 （４） 



2020年度 

33 

問題（２３） 

◆ RC建築物の屋外階段の変状 

  （Ａ）部 カビ（死滅した微生物） 

  （Ｂ）部 漏水からエフロレッセンス 

  （Ｃ）部 錆汁 

 

      正解（３） 
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問題（２４） 
◆ 建設後２５年経過のRC中性化深さ15ｍｍ 

  15＝Ａ√25  Ａ＝３  さらに75年は建設後100年経過
することになり ３√100＝30ｍｍ  

  まで中性化 

  （１）表面から25㎜は中性化している。 〇 

  （２）深さ35ｍｍは中性化せず、ｐＨ8.0以下でない × 

  （３）深さ40ｍｍは中性化せず、Ｃａ（ＯＨ）２は存在 〇 

  （４）かぶり35ｍｍで中性化残り５mmでは鉄筋の不動

態皮膜は消失  〇     正解は（２）      
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問題（２５） 

◆ 1980年に施工の橋脚 

   張出し部にひび割れ 

   せん断補強筋の曲げ加工部に亀裂 
 

   原因は、アルカリシリカ反応  

            正解（３）  
 

   曲げ加工部のひび割れは、 

   コンクリートの膨張力で内部から進展 
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問題（２６） 

◆ 積雪寒冷地のポップアウト 

  （１）粘土塊を含んだ陸砂利 

  （２）十分に洗浄された海砂 ⇒× 

  （３）硫化鉄を含んだ砕石 ⇒ ×（錆色） 

  （４）アルカリシリカ反応性のある砕砂 × 
 

   凍結融解作用により生じる場合がある。 

          正解は（１） 
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問題（２７） 

◆ 東北地方の鉄道駅プラットホーム 

  （１）迷走電流による鉄筋の腐食 × 

  （２）乗降による疲労  × 

  （３）電車の振動    × 

  （４）雨水や融雪による凍結融解 

    

   正解（４） 
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問題（２８） 

◆ 温暖な地域の無筋コンクリート防波堤 

   表面剥離とみられる変状 

  （１）単位セメント量が小さい   〇 

  （２）水洗いしていない海砂の使用  × 

  （３）型枠のせき板に糖分     〇 

  （４）型枠の取り外しが早過ぎ   〇 
 

   不適当な原因      正解（２） 
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問題（２９） 

◆ Ｘ線によるＰＣグラウトの未充填 
 

  Cは充填不良 （黒い部分が未充填） 

  Aは重なっているため 

  Bは充填良好に見える 
 

    正解（４） 

壁厚：200mm 
X線照射時間：2分 

CD管径:φ22mm 

鉄筋径：縦D25 

鉄筋径：横D25 

CD管径:φ22mm 

鉄筋径：横D25 

鉄筋径：縦D25 

壁厚：200mm 
X線照射時間：2分 

鉄筋径：横D13 

鉄筋径：縦D16 

鉄筋径：縦D13 

鉄筋径：横D13 

壁厚：200mm 
X線照射時間：2分 

～ 放射線透過法 ～ 

鉄筋は白に、 

未充填は黒くなる。 
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問題（３０） 

◆ 耐久性に関する通達 

  （１）1970年代 海砂の塩分規制  ⇒1978年 

  （２）1980年代 塩害対策指針   ⇒1984年 

  （３）1990年代 生コンのセメントのASR対策 

  （４）2000年代 生コンの単位水量検査 ⇒2004年 

   セメントの選定を対策にしたのは1886年 
 

        不適当な   正解（３） 
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問題（３１） 

◆ 夏季に打ち込まれた20mの壁のひび割れ 

  （１）底版から壁を打ち込む時間を短縮 〇 

  （２）型枠を保温型枠にする   ？  

  （３）配力筋を増量する。  〇 

  （４）打込み温度を30℃から25℃にする。 〇 

 

     正解（２）になっているが、正解は無し。 
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温度ひび割れの発生メカニズム 

• 水和熱で温度上昇 

 

• 次第に放熱して収縮 

 

• 既設物が収縮を拘束 

  拘束されると引張応力
発生 

 

• 引張強度は極端に小さ
い 

  ⇒ ひび割れ発生 

 

壁状構造物に生じる温度ひび割れ 

外部拘束と内部拘束が 

同時に作用すると、 

部材の内部の引張応力が 

増大する 

保温養生は、最高温度を上昇 

しかし、温度差を小さくすると 

内外の温度差が小さくなり、 

むしろ、最大引張応力は 

小さくなる。 
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問題（３２） 

◆ 鉄筋コンクリート構造物の変状 

  （１）写真1（ASR)に電気化学的脱塩工法 

     ⇒ アルカリイオンが集まり、×  

  （２）写真2（漏水）にエポキシ樹脂を注入 

  （３）写真3（コールドジョイント）にポリマーセメントペースト 

  （４）写真4（鉄筋腐食）に断面修復と表面被覆材 
 

  最も不適当なもの   正解（１） 
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問題（３３） 

◆接触する液体と表面被覆による劣化対策 

  （１）ｐH２～３に酸性溶液 に ビニルエステル樹脂 

  （２）海水        に 不飽和ポリエステル樹脂 

  （３）大豆油      に ポリマーセメントモルタル 

  （４）鉱物油      に 対策なし 

   大豆油は脂肪酸を含む動植物油で、酸とし
て作用するため、セメント系は不適当 

    正解（３） 
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侵食の程度 

非常に激しく侵食 かなり激しく侵食 普通の侵食 

侵食する化合物 

の種類 

硝酸、塩酸、硫酸 

亜硫酸、フッ化水素酸 

水酸化カリ 

水酸化アンモニウム 

水酸化ナトリウム 

硫酸アンモニウム 

硫酸コバルト、硫酸銅 

硫酸カルシウム 

硫酸カリ 

硫酸マグネシウム 

硫酸マンガン 

鯨油 

羊の足の油 

リンゴ油 

灰汁 

など 

酢酸、フミン酸、炭酸 

石炭酸、リン酸、乳酸 

タンニン酸、酪酸 

ギ酸、酒石酸、オレイン酸 

ステアリン酸 

パルミチン酸 

塩化マグネシウム 

塩化カルシウム 

硝酸カリウム 

硫化ナトリウム 

亜硫酸ナトリウム 

クレゾール 

大豆油 

牛脂 

ブドウ糖 

など 

天然の酸性水 

オリーブ油 

魚油 

重硫酸液 

干草 

クレオソート 

酢酸カルシウム液 

重炭酸アンモニウム 

塩化アルミニウム 

酢酸アルミニウム 

ホウ酸ソーダ 

など 

コンクリートを劣化させる物質 
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問題（３４） 

◆ 道路橋床版の上面増し厚工法 

  （１）交通規制に対して超速硬セメント 

  （２）打ち継ぎ処理にハンドブレーカー 

  （３）ひび割れ幅の抑制に鋼繊維補強 

  （４）乾燥収縮ひび割れにスランプ5㎝ 

   ⇒ ハンドブレーカーはひび割れを残す 

    不適当は、（２）  
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問題（３５） 

◆ 建設後10年経過のRC建築物のひび割れ対策 

  （１）ひび割れA 1.5ｍｍ  

     ⇒ Uカット充填 ポリマーセメントモルタル 

  （２）ひび割れB 1.2ｍｍ  

     ⇒ Uカット充填 ポリウレタン系シーリング材 

  （３）ひび割れC 0.4ｍｍ エポキシ樹脂低圧注入 

  （４）ひび割れD 0.05ｍｍ  

     ⇒ 表面被覆 ポリマーセメントペースト 

    不適当は （１） 伸縮の可能性大  

初期ひび割れの補修工法  

14 

[表面処理工法］ 
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問題（３６） 

◆ 含浸材の主成分と期待される効果 

  （１）亜硝酸リチウム ⇒ 鉄筋表面の不動態化 

  （２）けい酸ナトリウム ⇒ コンクリート表面の緻密化 

  （３）アルキルアルコキシシラン  

       ⇒ 二酸化炭素の侵入抑制  

     撥水性はあるが、気体の抑制にはならない ⇒× 

  （４）けい酸リチウム ⇒ アルカリ性の回復 

     正解は（３）  
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問題（３７） 

◆ 電気化学的補修工法 

  （１）電気防食工法は、貴ではなく、卑に分極する。 

  （２）再アルカリ化工法は、化学的に変化させない。 

  （３）脱塩工法は、アルカリイオンは外部に集積しない。 

  （４）電着工法は、表面を緻密化し、正しい記述である。 
 

      適当なものは（４） 
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問題（３８） 

◆ 道路橋床版のひび割れ補強工法 

   炭素繊維シートの補強効果 

     （１）疲労耐力の向上 

     （２）せん断耐力の向上 ⇒ × 

     （３）曲げ耐力の向上 

     （４）ひび割れの開閉抑制 

   不適当なもの  正解は（２） 
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床版の疲労破壊の進展 
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問題（３９） 

◆ プレストレストコンクリート桁の補強 

   外ケーブルの緊張力  

     σL＝P／A＋P・e／ZL 

     σL＝5.0N／㎜2 A=6.0×105㎜2  

     ZL＝1.42×108㎜3   e＝850㎜ 

     P／6×105＋P×850／1.42×108＝5.0        

     P＝6.5×105N   正解は（１） 
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問題（４０） 

◆ 維持管理計画における現在価値 

  社会的割引率 ２％ 物価変動率 ０％   

  ｎ年後の要する費用の現在価値は 
 

 25＋25/（1＋0.02）20＋25/（1＋0.02）40＋25/（1＋0.02）60  

  ＝25（1＋1/1.486＋1/2.208＋1/3.281） ＝60.8（百万円） 
 

      正解は（３）  

  維持管理方法の違いによる 

ライフサイクルコストの比較 

補修（大規模） 

補修（中，小規模） 

定期点検 

供用時間 

劣
化
程
度

 
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル

コ
ス
ト

 
対
策
費
用

 

予防保全 

要求性能 変状が顕在化した
後に対策 

変状が顕在化した
後に対策 予防保全 

1
0

6
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 １） 割引率：０％ 

（Ａ）新設構造物の場合（＝ＰＦＩ事業） 

■ＬＣＣ（ライフサイクルコスト） 

1
0

7
 

■現在価値 

  財政負担の見込額算定（地方公共団体が 

 直接実施する場合とPFIを導入する場合）には， 

 現在価値にて比較することが求められる。 

 
■割引率 

 将来発生する費用を現在価値に換算するに当たっ
て用いる換算率 

・現在の100万円  →10年後は148万円（利率４%） 
・10年後の100万円→現在の67.6万円（割引率４％）  


